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〔研究目的〕 
日本における機能性構音障害の訓練は構音運動を習得させるという系統的構音訓練が主
体である。そのため、構音障害が音韻発達に起因する場合には系統的構音訓練では効果が
あがらない症例が存在する。近年、英語圏においては音韻プロセス分析を用いて音韻発達
を評価し訓練に活用することで訓練効果があがることが報告されている。しかし、日本に
おいては音韻プロセス分析の研究はほとんどなく、日本語における音韻プロセスの健常発
達も明らかになっていない。そこで、本研究では音韻プロセス分析を臨床で活用するため
に、まずは健常児における音韻プロセスの発達を明らかにすることを目的とする。  
〔対象および方法〕 
調査場所：I 市の保育園 
調査対象：2 歳～6 歳の健常児 57 名 
調査内容：以下の 4 項目について検査を実施した。①言語・発達検査(2 歳代は乳幼児発達
質問紙、3 歳以上は絵画語彙発達検査 )、②音韻プロセス分析（新版-構音検査を実施し
構音の誤りを音韻プロセス分析に従って分類した）、③口腔運動検査（改訂版-随意運動
発達検査の顔面・口腔の項目）、④音韻意識の検査(2～5 モーラの単語を各 2 個、計 10
単語において音韻分解、音韻抽出課題を実施した) 
〔結果〕 
①言語・発達検査：2 歳代の質問紙検査では全ての被験児が正常範囲であった（発達指数
平均 107.5±4.1）。3～6 歳代の絵画語彙発達検査は評価点平均 10.3±3.3 であった。1
標準偏差以下である評価点 7 以下の 7 名を分析対象から除外した。  
②音韻プロセスの発達：年齢が上がるにつれて構音の誤りは減少したが、特に 3 歳代に入
ると大きく減少し、6 歳代になると構音の誤りが消失するというパターンを示した。一
方、音韻プロセス分析によって誤り方のパターンを分析したところ、2 歳代においても
全ての音韻プロセスの誤りがみられる訳ではなく、「子音省略」「子音調和・同化」「前方
化」「破裂音化」「摩擦音化・破擦音化」「口蓋音化」に限られていた。また、「音節の省
略」「特殊音節・子音結合の単純化」「有声音化」「無声音化」「鼻音化」「非鼻音化」「後
方化」「摩擦音化・破擦音化」の音韻プロセスは日本語においては認められなかった。 5
歳代まで残存する音韻プロセスは「摩擦音化・破裂音化」「硬口蓋音化」であった。  
③音韻プロセスの誤り数と口腔運動、音韻発達検査との関連： 5 歳代になっても「摩擦音
化・破裂音化」「軟口蓋音化」の音韻プロセスが残存している群と消失している群におい
て有意差がみられた項目は「舌で上口唇をなめる」( (1)＝6.296、p<0.05)のみであっ
た。また、音韻意識とは有意な差は認められなかった。  
〔考察〕 
 日本語における音韻プロセスの誤りは 3 歳以降になると急激に減少がみられた。英語圏
では 4 歳以降に顕著に減少すると報告されているが(Joanne E,1990)、これは日本語におい
ては音韻構造が英語に比して単純であることと関連していると思われる。また、音韻プロ
セス分析による誤り方のパターンにおいては、健常児においては英語圏の研究結果と同様
に日本語においても限られた音韻プロセスのみが認められた。  
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